









（Mathematical and experimental study  
for global feedback system  
of oscillatory dynamics with  










































































































































































• 分岐枝の Reconnection 


































データを元に、LED ライトが⼆つの BZ 反応溶液に同じ強さの光を与える様にシステ
ムを構築する事で、数理モデルと同様のフィードバック系を実現した。 
 上 述 の ⼆ つ が 基 本 シ ス テ ム で あ る が 、 こ れ に 加 え て 我 々 は 各 溶 液 に


















































 分岐枝の Reconnection が起こる簡単な例として、ピッチフォーク分岐の標準系に不
完全性パラメータと呼ばれる効果を導⼊した例を紹介した。 
 
付録 B 
 この付録では抑制因⼦へのフィードバックを他の⽅程式に適⽤した例として、フィッ
ツヒュー・南雲⽅程式に⽤いた場合について紹介している。フィッツヒュー・南雲⽅程
式はオレゴネーターモデルと同様の振動性のダイナミクスを持たせる事が出来るが、⼀
⽅で平衡点に対する周期軌道の対称性をパラメータによって変える事が出来る。よって
拡散とフィードバックに加えて、対称性についても注⽬して分岐解析を⾏った。 
 結果として、⾮対称性が強い場合にはオレゴネーターモデルの時と同様に同相同期と
 9 
逆相同期が現れた。拡散強度に依存して逆相同期の出現の仕⽅が変わる事についても、
オレゴネーターモデルの時と同様であった。 
 ⼀⽅で対称性が強い場合には同相同期と逆相同期が現れるものの、分岐構造が⼤きく
異なる事が確認された。特に同相同期上における周期倍分岐が無くなり、同相同期と逆
相同期は拡散に依らず独⽴して存在している。 
 この例が⽰唆する事として、抑制因⼦へのフィードバック系においては対称性も重要
である、ということである。対称性が変化することがシステムにどの様な影響を与え、
分岐構造を変化させるのか。この問題は抑制因⼦へのフィードバックに関する調査とし
て、今後明かすべき問題と⾔えるだろう。 
